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背背景景・・目目的的  

1. アワビ類の漁獲量はピーク時の 6,000 トンから 2,000 トンに減少。 

2. 毎年およそ３千万個の人工稚貝を放流しているが、資源の回復に結びつかず。 

3. 減少の原因として、乱獲、海洋環境変動、海岸線の開発などが考えられるものの、その実態は不

明。 

4. 変動要因を特定する上で最も重要な産卵から稚貝期までの初期生態が未解明。 

成成    果果  

1. プランクトンネットの層別曳網により、浮遊幼生の出

現、分布状況の把握が可能となった。また分布層は

一定ではないことが確かめられ、定量的な採集には

鉛直曳または傾斜曳が必要であることが明らかとな

った。 

2. 付着珪藻を培養し、さらに数 cm のアワビを匍匐させ

るという処理を行ったプラスチック板をコレクターとし

て用いることにより、着底初期稚貝の採集調査が可      

能となった。                               コレクターで採集されたアワビ初期稚貝 

波波及及効効果果  

1. 浮遊幼生の採集技術が確立されたこと

により、天然海域における産卵特性およ

び浮遊期間における輸送等の再生産機

構の解明が図られる。 

2. 着底初期稚貝の採集が可能となったこ

とにより、発生初期の減耗要因等の資

源特性が明らかになるとともに、天然稚貝     平成１５年に観察されたアワビ浮遊期幼生の層別分布密度 

の発生量を指標とした漁場評価が可能となる。 
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